
　令和７年12月14日から15日にかけて、発達した低気圧が北海道付近を通過し、太平洋側東部
やオホーツク海側を中心に大雪や猛吹雪となり、交通障害や停電など大きな被害となりました。
　猛吹雪や吹きだまりが発生すると多くの被害が発生し、時には人
命を奪うほどの災害となることから、暴風雪災害の甚大さを踏ま
え、気象庁では記録的な降雪や猛吹雪となる可能性がある場合に
「見通しがまったくきかない猛吹雪」「車の運転が困難になる」な
ど、想定される状況を伝えています。
　そして、命に係わるような危険な状況が迫ってきたときには、北
海道開発局などと共同で警戒を呼びかけるとともに「数年に一度の
猛吹雪」や「外出は控えてください」のキーワードを使用した気象
情報を発表し、切迫した状況を呼びかけています。
　暴風雪が予想されている時には、今の天気が良くても油断するこ
となく、最新の気象情報を確認して、無理をせず外出は控えましょ
う。

札幌管区気象台
ホームページ

「暴風雪への備え」

【苫小牧医師会】日曜・祝日当番病院（市外局番 0144）

月　日
外　科 内　科

病　院　名 電　話 病　院　名 電　話

２月

８日㈰ 同樹会苫小牧病院 ㊱1221

苫小牧市夜間・休日急病センター
※�令和５年４月から、内科の休日
当番病・医院は夜間・休日急病
センターに統合されました。

㉜0099

11日㈬ とよた腎泌尿器科クリニック ㉛2000

15日㈰ 苫小牧日翔病院 �7000

22日㈰ アーク整形外科クリニック �6111

23日㈪ とまこまい脳神経外科 �5111

　　　　　　右記二次元バーコードから町ホームページの
　　　　　　「苫小牧歯科医師会の休日当番医」を確認することができます。

室蘭地方気象台からのお知らせ
暴風雪に備える

全国一斉情報伝達試験を実施します
　２月６日㈮11時、全国瞬時警報システム（Ｊアラート）を用いた情報伝達試験が行われます。
この試験は、全国一斉に行われ、防災行政無線から「これは、Ｊアラートのテストです」とのメッ
セージが３回放送されます。
　また、あびらチャンネルのデータ放送やホームページも緊急画面に切り替わります。実際の災害
などとお間違えないよう注意してください。

問合せ　総務課総務グループ　☎ ㉒ 2511
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